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問総務課（市役所２階）
　☎88－1116

　風水害、土砂災害などの発生時、または発生するおそれがある場合、市から「避難レベル（３・４のみ）」
を用いた避難情報を発令し、避難所を開設することになりました。避難情報が発令された地区の方は、避難情
報の内容を確認し速やかに避難してください。
　避難情報は、防災行政無線、勝山市緊急メールサービス、NHKなどのテレビ放送、区長を通じた連絡、広報
車などでお伝えします。

5段階の警戒レベルととるべき避難行動
警戒レベル とるべき避難行動

警戒レベル１　数日中に警報級の大雨が降る予報 災害への心構えを高める

警戒レベル２　洪水や大雨、河川氾濫などに注意 避難に備え、ハザードマップなどにより、避難行動を
確認する

警戒レベル３　避難準備・高齢者等避難開始 高齢者など避難に時間がかかる人と支援者は避難する
警戒レベル４　避難勧告、避難指示（緊急） 速やかに安全な場所へ全員が避難する
警戒レベル５　すでに災害が発生 命を守るための最善の行動をとる

警戒レベル４の場合の伝達例
•こちらは、勝山市です。
•〇〇地区に洪水に関する警戒レベル４、避難勧告を発令しました
•〇〇地区の方は、速やかに全員避難を開始してください
　避難場所への非難が危険な場合は、近くの安全な場所に避難してください

う
結
果
が
で
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
平
成
23
年
に
比
べ
れ
ば
夫

は
6
分
増
加
し
、
妻
は
20
分
減
少
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
徐
々
に
家
庭
で
の
男
女
共

同
参
画
は
進
ん
で
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
は
、
政

府
や
市
役
所
、
事
業
所
な
ど
だ
け
で
は
な

く
、
一
人
ひ
と
り
の
取
組
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」
と
役
割
を

決
め
つ
け
ず
、
ま
ず
は
お
互
い
を
思
い
や

り
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
一
緒
に
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
未
来
創
造
課
（
市
役
所
2
階
）

☎
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‐
1
1
1
5

　

県
で
は
６
月
を
「
男
女
共
同
参
画
月
間
」

と
し
て
お
り
、
県
内
各
地
で
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

ま
わ
り
の
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

総
務
省
統
計
局
が
刊
行
す
る
「
統
計
で

み
る
都
道
府
県
の
姿
2
0
1
9
」
に
よ
る

と
、
福
井
県
は
共
働
き
率
が
全
国
一
位
で

す
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
総
務
省
の
社

会
生
活
基
本
調
査
で
も
、
子
ど
も
の
い
る

共
働
き
夫
婦
の
仕
事
時
間
は
、
夫
婦
と
も

に
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
社
会
生
活
基
本
調
査
に
よ
る

と
、
県
内
の
共
働
き
世
帯
夫
婦
の
家
事
関

連
時
間
に
は
、
男
女
で
大
き
く
差
が
あ
り
、

妻
の
方
が
夫
よ
り
3
時
間
37
分
長
い
と
い

男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
考
え
よ
う

防災情報の伝え方が「避難レベル」を用いた方法に変わります

緊急メールサービス

登録はこちらから
※空メールを送信してください

福
井
の
夫
婦
は
働
き
者

家
庭
で
の
男
女
共
同
参
画
は
徐
々
に
進
行

共働き世帯割合
順位 都道府県 割合(％ )
1 福井県 36.10
2 山形県 35.77
3 富山県 34.39
…
46 大阪府 19.70
47 東京都 17.76

統計でみる都道府県の姿2019より

６
月
は
男
女
共
同
参
画
月
間

県内の共働き世帯夫婦の
家事関連時間

夫 妻
平成28年社会生活基本調査より

（時.分）

0

1

2

3

4

5

0.32 0.38

4.35 4.15

平成23年
平成28年

警戒レベル警戒レベル４４でで全員避難全員避難！！！！
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高
齢
者
の
虐
待
防
止
と
早
期
発
見

虐
待

止

早
期
発
見

〜〝
孤
立
〞を
防
ご
う
〜

〜〝
孤
立
〞を
防
ご
う
〜

　

高
齢
者
虐
待
の
相
談
や
通
報
件

数
は
、
全
国
的
に
増
加
傾
向
に
あ

り
、
勝
山
市
で
は
、
昨
年
度
7
件

の
虐
待
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

虐
待
は
、
早
期
に
発
見
し
、
第

三
者
が
介
入
す
る
こ
と
で
、
深
刻

な
事
態
に
陥
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

通
報
者
が
特
定
さ
れ
る
よ
う
な

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
虐
待
が
疑

わ
れ
る
と
き
は
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

身
体
的
虐
待

　

叩
く
、
つ
ね
る
、
蹴
る
、
突
き

飛
ば
す
、
無
理
や
り
食
事
を
口
に

入
れ
る

介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任

　

食
事
や
水
分
を
与
え
な
い
、
長

期
間
入
浴
し
な
い
ま
ま
放
置
、
必

要
な
医
療
を
受
け
さ
せ
な
い

心
理
的
虐
待

　

怒
鳴
る
、
の
の
し
る

性
的
虐
待

　

わ
い
せ
つ
な
行
為
の
強
要

経
済
的
虐
待

　

年
金
や
預
貯
金
の
無
断
使
用

①
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す

②
何
気
な
い
見
守
り

③
相
談
を
勧
め
る

　

周
囲
の
人
た
ち
の
支
え
や
つ
な

が
り
が
あ
れ
ば
、
家
族
の
心
身
の

負
担
の
軽
減
に
も
つ
な
が
り
、
虐

待
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

介
護
を
し
て
い
る
家
族
に
声
を

掛
け
る
な
ど
、
何
気
な
い
声
掛
け

や
あ
い
さ
つ
を
通
し
て
、
介
護
者

の
い
る
家
族
を
あ
た
た
か
く
見
守

り
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
が
い
る
家
庭
で
は
、
介

護
保
険
を
利
用
し
な
が
ら
、
介
護

の
負
担
を
軽
減
し
た
り
す
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
ま
た
、「
つ
な
が

る
C
a
f
e
」
や
「
認
知
症
家
族

の
お
話
会
」
な
ど
も
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

あ
て
は
ま
る
も
の
が
多
い
家
族

は
、
心
身
の
負
担
が
大
き
く
、
虐

待
が
起
こ
り
や
す
い
状
況
で
す

□
認
知
症
が
あ
る

□
介
護
の
負
担
を
一
人
や
少
人
数

で
抱
え
て
い
る

□
経
済
的
に
困
っ
て
い
る

□
近
所
付
き
合
い
が
な
い

□
介
護
を
し
て
い
る
家
族
も
病
気

が
あ
る

　

虐
待
を
し
て
い
る
人
に
自
覚
が

な
い
場
合
も
多
く
あ
り
ま
す
。
周

り
の
人
が
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い

こ
と
も
大
切
で
す
。

□
不
自
然
な
と
こ
ろ
に
あ
ざ
な
ど

が
あ
る

□
痩
せ
が
目
立
っ
た
り
、
異
臭
が

す
る

□
家
に
帰
る
の
を
怖
が
る

□
家
か
ら
怒
鳴
り
声
が
聞
こ
え
る

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
や
す
ら
ぎ
」（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
0
9
0
0

こ
の
行
為
は
虐
待
で
す
‼

地
域
で
見
守
り

　
〝
孤
立
〞
を
防
ぐ

3
つ
の
ポ
イ
ン
ト

◆
虐
待
が
起
こ
り
や
す
いケ

ー
ス

◆
こ
の
よ
う
な
サ
イ
ン
は

要
注
意
‼

つながるCafeつながるCafe認知症家族のお話会認知症家族のお話会
　認知症や物忘れに関心のある方、地域の方
など、どなたでも気軽に集える場所です。相
談はもちろん、体操、脳トレ、認知症チェッ
クもできます。
と　き▶６月19日㈬、７月10日㈬
　　　　８月21日㈬　午後1時30分～ 3時
ところ▶サンプラザ　１階　広場

　認知症の方のご家族同士で、介護の大変さ
や悩みを共有して、情報交換や気分転換をし
ましょう。
　3～ 6人ほどの小さな会なので、お気軽に
ご参加ください。
と　き▶7月４日㈭　午後1時30分～ 4時
ところ▶すこやか　第２会議室　※要申込


